
４４４４月月月月からからからから９９９９月月月月までのまでのまでのまでの半年間半年間半年間半年間のののの事業報告事業報告事業報告事業報告    

                                  平成２０年１１月２５日 

                                   佐賀市立本庄幼稚園    

１１１１    幼稚園幼稚園幼稚園幼稚園のののの保育目標保育目標保育目標保育目標    

 

 

 

２２２２    今年度今年度今年度今年度のののの重点的重点的重点的重点的なななな取取取取りりりり組組組組みみみみ    

 （１）幼児の主体的な活動である遊びの充実を図る 

・幼児の言葉や表情、行動を捉え援助の仕方や幼児が自分から興味を持って環境にかかわり様々な活動を

展開していくような保育環境のあり方を探る。 

（２）幼小の交流活動を通して園での生活や遊びを豊かにし学びの芽を広げる 

  ・児童との交流を通して、憧れや期待から幼児の興味・関心が深まり、身近の環境や人に積極的にかかわ

る力を育てる。 

  ・教師同士が互いに保育や授業を見あい、意見交換することで相互理解を図るとともに幼児、児童の育ち

や発達を捉え計画的・継続的な交流をし、互恵性を探る。 

 （３）開かれた幼稚園として地域に開放し、安全安心できる場、子育ての情報交換の場とする 

・家庭の育児力を高めると共に、地域のみんなで子育て参加の意識を深める。 

 子育てサロン、幼稚園開放（降園後、夏季休業中）、保護者のボランティア活動 

  体験入園、フリー参観デー、地域行事への参加                                                          

３３３３    課題課題課題課題（（（（問題問題問題問題））））にににに対対対対するするするする取取取取りりりり組組組組みみみみ 

 ○小学校との交流と通して、様々な体験や感動を教師や友だち、児童などと伝え合い共感しあうことを通

して身近な環境に進んでかかわろうとする気持ちが出ている。 

○児童との交流を通して、幼児が小学校を身近に感じ、児童に憧れや期待を持ち、自分の近い未来を見通

し、安心感や期待感をもって次の生活へ進んでかかわろうとしている。 

○教師同士が相互にねらいや指導方法を踏まえ、連携を図りながら継続的、計画的に交流活動を取り組む

中で、共に子どもの発達を長期的な視点で捉え、互いの教育内容や指導方法の違いや共通点について理

解を深めあっている。 

○保護者同士のつながりが深まり、みんなで助け合い子育てしあう連携がみられている。 

４４４４    主主主主なななな行事行事行事行事    

  ○まなざしいっぱい大運動会・・・乳幼児から祖父母まで参加。「まなざし運動」を意識した競技も取り

入れる。本庄地区で取り組んでいる面浮立も地域の方の応援や小学生の応援を受け、満足感、充実感を

味あう取り組みとなり、保護者も子どもの成長に感動されていた 

５５５５．．．．今後今後今後今後のののの課題課題課題課題    

  ＊公立幼稚園として幼稚園教育要領をもとに幼児教育に携わっておりますが、佐賀市全体への発信がない

ようです。また、少子化の波も含め定員割れが大きく、存続の危機にもあります。多くの方に幼稚園

の存在をＰＲするとともに子育て支援の一環として預かり保育や幼稚園開放を佐賀市全体に広げなが

ら保護者のニーズに対応する柔軟な運営も必要と感じています。「子どもにとっての最大利益を」考

え、幼児教育で大切なことをしっかりと発信していけるよう頑張っていきたいと思います。   

明るく活動し感受性豊かな幼児の育成 

〇身近な環境にかかわる力を育てる   ○豊かな感性を育てる 

○健康で安全な生活をする力を育てる  ○自立心と人とかかわる力を育てる  



４４４４月月月月からからからから９９９９月月月月までのまでのまでのまでの半年間半年間半年間半年間のののの事業報告事業報告事業報告事業報告    
                                  平成２０年１１月２５日 

                                  佐賀市立川原保育所  

１１１１    幼稚園幼稚園幼稚園幼稚園・・・・保育所保育所保育所保育所のののの保育目標保育目標保育目標保育目標    

 

 

 

 

 

 

２２２２    今年度今年度今年度今年度のののの重点的重点的重点的重点的なななな取取取取りりりり組組組組みみみみ    

（１） 保護者が我が子の育ちを実感でき、共に子育てに関われるようにする。 

・ 連絡ノート、ボード、送迎時の対話、園の掲示などで毎日の保育内容や子どもの様子などを

知らせる。（日々のコミュニケーション） 

〇子どもとの会話が弾み、子どもの様子や保育内容がわかり、安心できるとの声が聞かれた。 

・ クラス懇談会、保育参加、育児講演会などにおいて、保護者同士の交流の場をつくり、子育

てについて考えてもらうきっかけ作りにしている。 

〇外国の保護者との交流ができ、打ち解けて話ができるようになったようだ。 

・ プール大会見学やフリー参観日を実施し、子どもの様子や保育の在り方を見てもらう。 

〇アンケートから、子どもの発達に合った保育がされ、のびのびと遊んでいる姿を見れて安

心したと言う感想が多かった。               

 （２）外国の友だちと交流を深めるために、仲良くなる工夫をする。 

・ 挨拶や国旗、衣装、食事などを知り、文化の交流を図る。 

・ 運動会の旗を描いたり、競技に取り入れたりして親睦を図るように工夫する。 

〇仲良くしてもらい嬉しいし、安心しているという声。日本の行事に参加できることも交流

の意義がある。 

３３３３    課題課題課題課題（（（（問題問題問題問題））））にににに対対対対するするするする取取取取りりりり組組組組みみみみ    

〇「まなざし運動」と合致させ積極的にあいさつを交わす。さらに、子どもや保護者の様子につ

いては連携し、保護者の気持ちを受け止めながら会話を心がける。 

〇対面式、父母の会総会、その他の特別な活動や行事などにおいて保育所の保育方針や行事の意

義などを伝え、理解と協力を得るようにする。 

〇園内研修会や研究を通して、子どもの発達過程に応じた保育内容を検討する。子どもや保護者

への共通理解をし、必要な支援を効果的にできるようにする。 

４４４４    主主主主なななな行事行事行事行事    

 親子夏祭り 

・ 毎年、年長児がポスターと神輿を制作する。町内を練り歩き、地域とのふれあいをする。 

・ 盆踊りが終わると、つぎは縁日ごっこで楽しむ。ヨーヨーやさん、シャボン玉やさん、的当

てやさん、くじびきやさんの 4 つのコーナーを父親と職員がチームを組み、参加者が自由に

コーナーを回りながら楽しむ。 

・ 園児はもちろんのこと、卒園児や祖父母など 300 名以上の参加があり、盛り上がる。 

・ 後片付けには、保護者の自主的な行動があり、子どもたちもそれを見守っている。 

 

 

                                                     

人とのかかわりを大切にし、心身ともに健康な子どもの育成 

〇全身や手指を使い、元気に遊べる子ども 

〇自分の体と食べ物に関心をもち、何でも食べ、よくかんで、みんなと一緒に楽しく食べる子ども 

〇自分の思ったことや感じたことを言葉や体で表現する子ども 



４４４４月月月月からからからから９９９９月月月月までのまでのまでのまでの半年間半年間半年間半年間のののの事業報告事業報告事業報告事業報告    

                                  平成２０年１１月２５日 

                                    佐賀市立若葉保育所 

１ 幼稚園・保育所の保育目標 

 

 

 

 

 

２ 今年度の重点的な取り組み 

（１）伸び伸びと全身を使って遊ぶ事で充実感や満足感を味わえるようにする。 

 ・近くの文化会館周辺や総合グランドの自然環境を利用して散歩やかけっこなど戸外での活動を楽し 

み、心身の成長を促した。   

・発達に応じた運動的な遊びを積極的に取り入れた。（バランク・ホッピング・三輪車・ぽっくり等 

 ○戸外遊びを十分に楽しむことで気持を開放し、いろいろな運動遊具に挑戦する事で自信につなげて

いった。 

（２）人とのかかわりを大切にする子どもの育成を目指す。 

 ・園内研究の主題を「相手の良さに気付き、互いを認め合える友だち関係作りについて－良いところ 

見つけ－」と設定し、子どもが自己表出しながら生活や遊びに取り組む中で、相手の良さに気づき 

互いを認めあえるような友だち関係作りを育むための保育士の援助の仕方について探り、職員間 

で共通理解を行なった。子どもたちが回りに目を向けられるような関わり方を知らせていった。 

  ○自己主張のぶつかり合いはまだまだあるが、子どもたちの間にたって良いところを伝えたり、かか

わりを知らせたりすることによって、保育士や子どもたちとの信頼関係が生まれ、心が安定 

し、生活や遊びに積極的に取組むようになってきた。友だちへの思いやりも芽生えてきた。 

（３）自然や食への関心を育む。 

  ・残菜とＥＭ菌で土作りをした畑に野菜栽培をしたり、ふるさと先生（県農業改良普及センター・食

と農の絆づくり）に指導してもらって稲作りをしたりして、つくる喜びや育てる喜びを体験した。 

  ○土作りや水やりなどを実体験して勤労の大切さを知り、カレー会や収穫祭などで収穫した野菜 

や米をかまどで炊いて、収穫の喜びとともに食べる楽しみをみんなで味わった。嫌いだった野菜 

  を食べる事ができるようになった子どももいた。 

３ 課題（問題）に対する取り組み 

○ 気になる子どもたちへのかかわり 

・保育士自身が子どもの行動の背景を考えるようになり、子どもの 

見方が変わってきて保育士同士連携しあうようになった。 

・臨時職員と共通理解をすることが難しいこともあるが、 

研修内容を伝える時間を設けたり、クラスの様子など伝え 

あったりして、全職員で取組むよう心掛けた。 

４ 主な行事   ・カレー会  収穫祭 

人とのかかわりを大切にし、心も身体も健康な子どもの育成。 

○ 友だちと一緒に元気に遊ぶこども 

○ 感性豊かに自己表現する子ども 

○ 食に関心をもつ子ども 



４４４４月月月月からからからから９９９９月月月月までのまでのまでのまでの半年間半年間半年間半年間のののの事業報告事業報告事業報告事業報告    

                                  平成２０年１１月２５日 

                                  佐賀市立城東保育所  

１ 幼稚園・保育所の保育目標 

 

 

２ 今年度の重点的な取り組み 

 １１１１））））環境教育環境教育環境教育環境教育にににに取取取取りりりり組組組組みみみみ、、、、自然体験自然体験自然体験自然体験やややや生活体験生活体験生活体験生活体験をををを多多多多くくくく取取取取りりりり入入入入れるれるれるれる（（（（いのちのいのちのいのちのいのちのバトンタッチバトンタッチバトンタッチバトンタッチをををを知知知知るるるる））））    

・ 毎週の体操集会のあと、環境に関する身近なことを具体的にパネルや実物使って話をする。

（ごみの分別・生ごみを宝に・水や空気がなかったら・緑のカーテン・他） 

・ 稲・野菜･芋等を各年齢に応じた関わりで育てる。 

     （自分のペットボトルに水を入れ、畑に水やりをする。） 

     （給食の残菜を土に入れ手で混ぜ宝の土づくり。） 

・ ごみ拾い散歩・もったいない箱（まだ使える紙や廃材をいれて自由に使う）クラス別に 

工夫する。          ・カブト虫を育てる（過去２年連続飼育） 

    ･廃油石けんを作り洗濯ごっこ(２歳以上),雑巾洗い（５歳児）をして生活体験を楽しむ。 

         松原川に河童の話（佐賀の民話・紙芝居）から川をきれいにしよう。 

･稲を収穫し手で脱穀し（５歳児）･精米をみてかまどで藁
．．．．．

をつかって米を炊く体験をする。 

◎様々な経験・体験から保護者にも地球/命を守る意識が伝わって家庭でも話題になっている。 

２２２２））））友友友友だちやいろいろなだちやいろいろなだちやいろいろなだちやいろいろな人人人人々々々々のののの出会出会出会出会いをいをいをいを通通通通してしてしてして豊豊豊豊かなかなかなかな心情心情心情心情をををを育育育育みみみみ、、、、関関関関わりをわりをわりをわりを広広広広げるげるげるげる    
・ 園庭開放で近所の方々に遊びに来てもらい遊びに関わってもらう。 

・ 長寿会・大学・高・中･小校生など様々な年齢の方とふれあい、交じり合いを楽しむ・   

   ◎様々な世代間の交流を経験し共に遊んだり生活したり人との関わりを喜び楽しめた。 

３３３３））））遊遊遊遊びをびをびをびを通通通通してしてしてして自分自分自分自分のののの存在感存在感存在感存在感やややや人人人人へのへのへのへの共感共感共感共感するするするする心心心心をををを育育育育むむむむ                            
・ いろいろな方法で自己を表現できる活動（みたて遊び・ごっこあそび）を取り入れ、感じた

こと考えたことを自分なりに表現して楽しめるようにする。 

・ 興味や関心がもてるような保育環境を整え遊びの環境を広げ,友だちの存在や思いに気付き

一緒に遊びを楽しめるようにする。 

・ 異年齢の交流（虹いろグループ３歳以上８人×１０グループ）で散歩・食事・ゲーム等など

工夫してかかわりを持つ。 

◎保育者が子どもに寄り添い､くみとりをすることで自己発揮が出来ている姿を感じる。 

３ 課題（問題）に対する取り組み 
１）環境教育（子どもの未来を守る=地球と生命を守る） 

･大きなテーマで本来、大人が行動を起こしていくことではあるが次世代の子どもにも伝える大切と

思います。事例を重ねることで子どもも意識がついてる事も感じます。 

 又、子どもから保護者にも発信し啓蒙の役割もあるように思います。 

しかし保育所は子どもの遊びと育ちと発達を保証する場でありますのでバランスのとれた保育内

容で取り組むために保育観など尚一層の研修が必要と考える。  

  ２）子どもがしっかり自己発揮が出来、自分の存在感を感じられ親と共に成長を喜ぶように保護者と

連携を密に信頼関係を築いて行くため個人ノートを利用する。 

  ペットボトルで水やり          

４、おもな行事（主たる行事は他園と同じなので特徴的な行事） 

 れんげそう畑散歩・菜の花種取･廃油石鹸つくり・洗濯大会・園庭開放（地域の方来園）・ 

 プール大会・おにぎり会（稲の収穫祭）・菜の花種まき・地域老人会とのふれ合い（年４回）  

人とのかかわりを喜び、命のつながりと大切さを知る子ども 

○身体をつかって元気いっぱい遊ぶ子ども 



４４４４月月月月からからからから９９９９月月月月までのまでのまでのまでの半年間半年間半年間半年間のののの事業報告事業報告事業報告事業報告    

                                  平成２０年１１月２５日 

                                  佐賀市立成章保育所  

１ 幼稚園・保育所の保育目標 

 

 

 

 

 

２ 今年度の重点的な取り組み 

 （１）障がい児保育の充実 

  ・一人ひとりの子どもの発達や障害に状態に応じた保育ができるように配慮し、家庭・主治医・ 

   専門機関等との連携を蜜にしている。 

  ・子ども同士の生活を通して、お互いに自立心を育て、人とかかわる力を養う。 

○家族と話すことで、その子の発達にはどのようなことをしていけばよいか意思の疎通ができた。 

 関係専門機関とは気になったときに情報交換等をしている。 

   ○子ども同士で一緒に生活することで、“障がい”ではなく、個性・特徴として捉え、お互い助け

合っている。職員の言葉かけ、職員同士の連携をとっている。 

 

 （２）環境を考える 

  ・廃棄食材（調理する前の皮・種等）を畑に埋め堆肥として利用する。 

  ・分具の空き箱、チラシの裏紙などを利用し、製作物を作る。 

○畑から発芽した生物を育て、食し、生命の循環を知ることができた。 

   ○不用品も子どもにとっては興味あるものになり、自分の考えを表現しながら製作物を作った。 

 

３ 課題（問題）に対する取り組み 

・気になる子どもや特別に支援の必要な子どもへのかかわり 

○子どもの思いの読み取りを行い援助の方法を考えるが、まだ十分ではなく、引き続き研修課題であ

る。臨時職員との連携・共通理解を図るため、園内での研修に努める。 

 

 

 

４ 主な行事 

○地域の老人クラブとの交流（七夕笹飾り作り） 

・地域の老人クラブに保育所に来てもらい、子どもと一緒に制作、活動することで伝統行事を知る。 

・子どもの家庭は同居世帯が少なく、お年寄りと話すことで、気持ちを知り親睦を深めることができ

る。 

・ 心身共にたくましく心豊かな子ども 

・ 遊びこめる子ども 

・ 人とのかかわりを大切にする子ども 

・ 表現の喜びを感じる子どもの育成 



   佐賀市子育佐賀市子育佐賀市子育佐賀市子育てててて支援支援支援支援センターセンターセンターセンター「「「「ゆめゆめゆめゆめ・・・・ぽけっとぽけっとぽけっとぽけっと」」」」1111 年半年半年半年半のののの歩歩歩歩みみみみ    

平成 20 年 11 月 25 日 

子育て支援センター「ゆめ・ぽけっと」 

「ゆめ・ぽけっと」は、平成 19 年 4月 20 日にオープンした佐賀市の教育委員会の施設です。子育て支援

は、全ての家庭を対象に、子育てが孤立化しないように、子ども自身と親の成長に寄り添う形で支援する

ことが重要です。 

 当初、利用目標を年間３万人、１日平均１００名としておりましたが、予想を超える多くの方にご来館

いただき、子育て中の親子とそれを取り巻く方々の施設として、なくてはならない場所といわれるように

なってきました。専門職である職員は、物的及び人的な環境つくりとは何かを常に学びあい、子育て中の

親子に寄り添うべく務めております 

１１１１    活動内容活動内容活動内容活動内容    

① ひろば事業       年齢別の名札を作り、親子でふれあいます。 

② 相談業務        多様な相談に対応しています。上半期 １８６７件 

③ 交流と情報発信事業  親子遊び・おしゃべり広場・子育て中の親子への多様な情報 

④ 一時的な託児事業（有料）     

⑤ 子育て支援団体の育成強化    ２６サークルへの支援 サークル連絡会事務局 

⑥  

２２２２    主催事業主催事業主催事業主催事業           どれも関心が高く、毎回キャンセル待ちが多い講座です。 

① プレママ＆プレパパサロン（妊娠されたご夫婦が対象）年４回～５回 

② ベビーマッサージ（０歳児の親子対象） 年３回          

③ 「ファミリーフェスタ」（父親対象の講演会と家族交流） 

④ 育児講演会 （母親対象の講演会） 年２回 

⑤ サークル研修会  随時  ⑥ 連絡会総会  

３３３３    利用者利用者利用者利用者のののの声声声声    

２０年２月 ３万人達成のときにとった「アンケート」を参考資料として添付 

４４４４    今後今後今後今後のののの課題課題課題課題    

 「こんなところができて嬉しい」「母親である自分に友達ができた」「子育ての悩みを他のお母さんと

共有できた」「自分の子どもがよりかわいく思えるようになった」「いろいろな相談にのってもらえて、

ほっとしました」「子どもより、私が楽しみできています」「「「「必要不可欠必要不可欠必要不可欠必要不可欠ですですですです」」」」とととと。。。。 

反響の大きさに驚くばかりです。佐賀市ばかりでなく、市外・県外あるいは国外から里帰りの方もこら

れています。他の市町村も、保護者の要望で作らなければと、見学に来られたりしています。 

就園していない子どもを持つ親にとって、育児は楽しいものばかりとは言えません。親の支えになると

ころが必要です。親の（両親の）育児力を強化するために支援していくことが、子どもに幸せをもたらす

こととなります。 

 親が、こういう場所で、いろいろなと親と接し、こどもを見ていることで、数年先に入園したときに集

団の中でのわが子というものへの受け止めがスムーズにいくのではないでしょうか。 

えがお～わくわく、その「えがお」の前に、なだらかに集団へ入るための親子支援、そのように思って

おります。 

日曜日・祝日も開館しているということで、父親の来館が多いことから、両親での「共に子育てをする

佐賀市」を目指した行事をどんどん企画していきたいと思っています。 

                            



アンケート抜粋 

（１） “ゆめ・ぽけっと”について 

①お子さんは、いつも楽しそうに遊んでいますか。 

 

 人 数 割 合 

５：あてはまる 94 人 82% 

４：ややあてはまる 17 人 15% 

３：どちらともいえない 4 人 3% 

２：ややあてはまらない 0 人 0% 

１：あてはまらない 0 人 0% 

合  計 115 人 100% 
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②スタッフは、いつも温かく迎えてくれますか。 

 

 人 数 割 合 

５：あてはまる 109 人 95% 

４：ややあてはまる 6 人 5% 

３：どちらともいえない 0 人 0% 

２：ややあてはまらない 0 人 0% 

１：あてはまらない 0 人 0% 

合  計 115 人 100% 
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③スタッフに気軽に相談することができますか。 

 

 人 数 割 合 

５：あてはまる 86 人 74% 

４：ややあてはまる 18 人 16% 

３：どちらともいえない 10 人 9% 

２：ややあてはまらない 1 人 1% 

１：あてはまらない 0 人 0% 

合  計 115 人 100% 
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（２） 自由記述 

◎“ゆめ・ぽけっと”を利用されてのご感想・ご要望などご自由にお書きください。 

◎感想など 

実家に帰省したした時に遊びに来させて頂いています、佐賀に来たときにゆっくり遊ぶことができる場所があること、優しく



子育てのアドバイスをしていただけること、とてもありがたいです。いつもありがとうございます。また遊びに来るのを楽し

みにしています。親子ともにとっても楽しませていただきました。 

東京から帰省するたびに利用しています。明るい雰囲気で温かく迎えてもらっていつも楽しく遊んでいます。子連れの友

達と会うのにもとてもいい場所で、こういう場所があって本当によかったです。 

子どもが２ヶ月の頃から利用していますが、家で２人でいると何をしたらよいのかわからない事も多く、このゆめ・ぽけっと

は、本や遊び場が充実しているので大変助かります。また、子育てサロンやサークル等の情報も得られるので子育ての

輪に広がりを感じることができて、楽しませてもらっています。 

下の子が０歳児より利用して大変助かっています。児童館は広すぎて２人を見るのはたいへんですが、ゆめ・ぽけっとは

目が行き届き、スタッフの方も声かけをして下さったり、見てくださるので利用しやすい。 

佐賀に来て、こんなに充実した空間があることに感謝しています。 

ゆめ・ぽけっと大好きで、おままごとコーナーやパズル、やりたいことを自由に遊んでいます。 

安心して子どもを遊ばせる事ができ、こういう場所があって助かっています。 

子どもが半年ぐらいにぽけっとができて、始めは泣いてばかりだったのだ、いまでは「先生行く～」と子どもが自分から行き

たがるようになった。私は、ぽけっとで友達もたくさんできて、１人でもぽけっとにくれば、誰か友達がきていると親子でとっ

ても楽しめる場所。本当にぽけっとができてよかったです。 

ここだけが安全で安心して子どもと一緒に遊べる室内遊び場だと思います。こういう所が各市町村にあると助かります

ね。 

雨の日も公園に行けなくてもここに来れるので、助かっています。短時間託児もありがたい。 

家の近くでこのような気軽に利用できる施設があってすごくうれしい。先生も話しやすい方ばかりですごく救われていま

す。 

安心して遊べる所です。ありがとうございます。 

子どもは遊ぶことは難しいですが、こちらは音楽が流れていてよい雰囲気だと思います。 

オープン以来親子で楽しく利用しています。 

母子ともに楽しめ、充実した時間を送れます。親としては先生方とのコミュニケーションも楽しみの１つです。これからもよ

ろしくお願いします。 

いい場所を提供されていると思います。 

子どもを安心して遊ばせられて、安心して預けられるので、とても助かります。どんどん利用させていただきます。 

同じ年の子どもが結構いるので子どもも少しずつ馴染んでこれているようで親としてもいろんな意味で助かっています。 

はじめに比べて利用される方も増え、いつもとても賑やかになったような気がします。これからもたくさん友達（私も子ども

も）作って楽しんで利用させていただこうと思います。 

いつも利用させていただきありがとうございます。 

雨の日でも、外が寒い日でも安心して子どもの遊べる場所なので、とてもいいなと思っています。母親の私の体があまり

強くないのですが、この場所はスタッフの方も親切だし、その点でも安心できて助かっています。 

 

親子でいつも楽しく使用させていただいています。転勤でこちらに来ましたが、佐賀での居場所が出来、とてもうれしく、ま

た安心で本当に感謝しています。これからもどうぞよろしくお願いします。 

同じ年くらいの子どもと遊ぶ場所として大変ありがたく利用させてもらっています。子どももこちらではとてもうれしそうに遊

んでます。 

とてもキレイで利用しやすい。託児も便利。 

今日は久しぶりにゆめ・ぽけっとに来ました。７ヶ月になったので友だちも出来るといいなと思っています。 

広くてのびのび遊べてとてもよいです。ここでママ友もたくさんできたので、ありがたいです。 

いつも温かく迎えてくださりありがとうございます。すべり台が大好きでよく遊んでいます。 



ゆめ・ぽけっとに出会えて本当によかったです。親子ともに楽しめるとても素敵な場所です。子育てをする中でホッと一息

つけるオアシス的な。これからもヨロシクです。 

いつも安心して遊ばせる事ができるので助かっています。 

定期的に利用するため子どもがなれてくれました。スタッフの方もいつも笑顔で迎えてくださり、こちらも安心してお任せで

きます。母が元気でないと子どもも元気になりませんよね。頼りにしています。 

オープン時何度か利用しましたが、上の子が２歳になる前でお友達のおもちゃを取ったりとなかなかうまく遊ばせる事がで

きず、今日は久しぶりに来ました。雨という事もあり、お友達も少なく、楽しく過ごすことができました。２歳の子どもは今は

外で遊ぶのが好きなので天気が悪いときにまた利用したいと思います。雨の日は屋根のある駐車場に停められるので児

童センターより便利でよいです。 

いつも楽しく利用させていただいています。 

ゆっくり楽しく過ごせるのでよいと思います。これからも利用したいです。 

とても楽しく利用させていただいています。 

ままごとコーナーが充実していてお気に入りです。 

いつ来てもきれいだし、安心して子どもを連れて来れます。 

これからもこちらに遊びにきたいと思います。 

安全な場所ということで大人の方がゆったりとした心持で子どもと遊ばせる事ができるありがたい場所ですね。子どもの声

を聞くことができるので子どももうれしそうです。 

子どもが楽しそうに遊んでいるのでよかったです。 

ゆめ・ぽけっとは休みの日に行けるお気に入りの遊び場です。最近は体を動かしたり、ほかのお友達と遊ぶことが好きな

ので、子どもが満足するようにがんばります。また「ぽけっと友だち」がいないので、反省しています。 

気軽に気楽に来れる場所としてとても好きです。 

大人も楽しく一緒に遊べてきれいなので、こういう場所が近くにあってよかったです。 

今までなかったのだ不思議なくらい。なくてはならない場所。 

赤ちゃんとお母さんにとって、とてもよい場所だと思います。第２子出産後もぜひ利用させてください。 

いつも楽しく遊ばせてもらっています。雨の日、寒かったり、暑かったり、外では遊びづらい日もゆめ・ぽけっとなら安心し

て遊べます。いつもありがとうございます。 

いつも本当に楽しく利用させてもらっています。特にお腹の大きい時は、整った環境で、快適に遊ばせてもらい助かりまし

た。いつもここにくると実家に帰ったような安心感があります。 

託児もあり、普通に無料で遊べたりと、喜んで帰って行くので、子どもにとっては、よい場所ができたなあと喜んでいます。 

 

 

◎スタッフについて 

スタッフの方がいつも温かいので足を運びやすく、いつも楽しんでいます。ありがとうございます。 

気持ちよく迎えてくださってスタッフの方には感謝しています。子どもはとても楽しそうです。 

いつもスタッフの方に助けてもらって感謝しています。 

毎回スタッフの方にお声をかけていただいてうれしく思います。 

スタッフの方の気配りのおかげでいつも楽しく利用しています。 

スタッフの方にはいつもよくして頂いてありがたく思っています。 

スタッフの親切でとてもなごめます。 

いつもスタッフの方に声をかけていただき、施設外でも疲れているときなど癒されます。これからもたくさん利用させてもら

いたいです。 

スタッフの方にも親切にしていただいて感謝しています。 



スタッフの皆さんも気軽に声をかけていただき私自身も楽しまさせていただいています。 

スタッフの方々も親切で子どもにも話しかけてくださるので、家に帰ると「先生とご挨拶したね」と子どもが言っています。 

スタッフの方にはいつも温かくしていただき感謝しています。 

スタッフの皆さんが笑顔でやさしく接していただけるので、とても親しみがもてます。 

すごく職員の方もよくて連れて来やすいです。ありがとうございます。 

スタッフの方がとても親切で利用しやすい。 

５～７ヶ月頃、なかなか子どもがズリバイ、ハイハイをせずに“動くようになるかな”と心配していた時、スタッフの先生にア

ドバイスを頂き、ほほえみ館保健師さんへ紹介していただき、それからズリバイをするようになり、心もほっとしました。 

 

◎施設について 

飲食 OK なので、トイレもあって遊べて大変便利だと思います。 

子ども２人を連れてくるにはちょうど目の行き届く広さで安心して連れて来れます。 

１番上の子どもは物足りなくなってきてて、３人一緒に来るのは難しくなってきました。つい走り回ったりするので、小さな子

どもさん達にぶつかりそうで怖いです。 

食事をはさんで遊べるところがよい。本やおもちゃも自宅のものとは数が比べものにならないので、飽きずに楽しくしてよ

いです。 

遊具が安全なので、安心して遊ばせる事ができる。 

パズルが豊富でとても喜んでいます。家で数多く揃えるのは大変だし、無くしていまうので。 

安心して遊ばせられて、親の目の届く範囲のスペースでいい施設ができてよかったです。 

いつも清潔に保たれているので安心して遊ばせる事ができます。 

小さな子だけなので安心して遊ばされます。毎週来館するのを子ども達もすごく楽しみにしていて、安全なので私もゆっく

りとした気持ちで子どもと過ごすことができます。助かっています。 

１歳の危険な時期、とっても安心して、かつ、子どもも楽しく遊べるスペースなので助かりまーす。 

 

 

 


